
　日本は太平洋プレートとフィリピン海プレートがぶつ

かったところにあり、点で表現すると列島が埋まってし

まうくらいの震源があります。プレートの境界の地震は、

普通は海の中で起こるわけですが、関東地震や東海地震

は陸に近いところで起こる珍しいタイプの地震です。

　昔、伊豆半島はフィリピン海プレートの上の島でした。

島が大きすぎたのでフィリピン海プレートが潜り込もう

としたができずに、海溝を曲げて伊豆半島になったわけ

です。そのために陸地の直下でＭ８クラスの巨大な地震

が起こる、世界でも稀な場所になってしまいました。

　伊豆半島は地震がもたらしたものですが、すばらしい

景色を与えてくれているし、温泉を楽しむこともできま

す。戦災は人為的なものですが、震災は自然の恵みも与

えてくれるものですから、そのことも考えていかないと

地震対策というのはうまくいかないのではないかと思い

ます。

　同じ震度の分布を阪神大震災と関東大震災で重ねてみ

ると、スケールがまったく違います。関東地震のことを

考える上では、阪神大震災は参考にならないこともあり

ます。例えば、阪神大震災のときは、大阪までいけば普

通の生活ができていましたたが、関東地震は被害のエリ

アが広いのでちょっとやそっとで被害のないところには

行けない。

　関東地震は火災が大きかったので、揺れはそれほどで

もなかったという印象を持つ人もいますが、火災で亡く

なった方を除き倒壊家屋の下敷きになって亡くなった人

は11,000人くらいでした。阪神淡路のときに亡くなった

のは約6,000人でしたから、その２倍の人が亡くなって

います。それだけ大きな揺れがあったということです。

　関東大震災では火災で92,000人もの方が亡くなってい

ます。それだけ大きな火災が生じました。

　昼時で火を使っていたということもありますが、もう

ひとつは九州から進んできた台風の影響で、地震が起き

た時には秒速10メートルくらいの風が吹いていました。

東京の都心をみると、そんなに急激に火災は広がってい

ないんです。地震発生の１時間後では隅田川をはさんで

両側に点々という程度でしたが、４時間後、９時間後と

だんだん広がり、火災旋風が起き始めて手に負えない状

況になりました。

　火災は東京の全域で発生したわけではありません。震

度分布を見ると、隅田川の東側、台東区の北の方、吉原

のあたりは被害が大きかったのですが、日本橋・京橋は

ほとんど被害を受けなかった。火災と家屋倒壊の分布を

重ねると非常によく似ています。これは、家が全壊する

と火災が発生しやすいことを意味します。また個人で火

を消す行為も含めて初期消火に対応できなかったという

ことです。

　今の建物は防火対策をしてあります。木造家屋はモル

タルを塗ってありますが、家が潰れると木材がむき出し

になるので燃えやすくなります。火が広がれば潰れなか

った家も燃やしてしまいます。

　関東地震では、もし火災がなかったら、かなりの人は

死ななくてすんだのではないか。つまり住宅の倒壊が一

番危険だということを、関東大震災の火災が教えてくれ

ているということです。

　火災以外に、土砂災害や津波などによる死者もありま

す。津波では300人くらいが亡くなっています。ただ津

波は地震が起きてから５分くらいの余裕があるので、高

いところに逃げれば必ず助かるんです。高台がなかった

ら、鉄筋コンクリート３階建て以上のところにいればま

ず大丈夫でしょう。津波が鉄筋の建物を壊してしまうと

いうことはまずないと思います。

　津波は津波警報を聞いてから逃げるのではなく、すぐ

に避難することが重要です。警報は津波が来てから発令

されるということもありますので、警報は安全なところ

に逃げてから聞くものです。津波は５分後に来ることも

あれば３０分後に来ることもあります。だから、もう津

波は来ないという安全の確認のために津波警報というの

は利用すべきです。
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　東京は世界でもダントツに地震の危険度の高い都市で

す。過去の地震を調べてみると、元禄地震、安政江戸地

震、関東地震と３つの大きな地震がありました。元禄の

地震は関東地震とつながっている地震ですが、安政の地

震は直下型のＭ７クラスの地震でした。

　地震が違えば揺れ方や被害の出方が違うのか、という

とそうでもない。安政地震と元禄地震を較べると、被害

の多いところは重なっている。中心部は意外と被害が少

ない。よく揺れる大手町、神田、飯田橋の地盤は、1400

年くらい前の地図では池だったのです。隅田川の東側な

ども地盤が悪く、いつでも大きく揺れています。

　地震は嫌われものですが、この郷土を形成しているも

のだ、地震は自然の槌音でもある、ということを申し上

げたいと思います。私はこれを原点にしないと地震対策

は進まないのではないかと思っています。つまり地震は

どうしても起こるものだということです。地震がどのよ

うに役に立ってきたかということを話します。例えば、

房総半島の野島崎という所は、「島」と言いますが島で

はなかったところです。元禄地震で５ｍくらい隆起して

できたものです。房総半島をよく見ると、このように大

きな隆起をする地震が2000年に一回くらいずつ発生して

います。もし過去に地震がなければ、今の房総半島は存

在しなかったのです。

　こういうことを子どもたちにも教える必要があります。

房総半島が地震で出来たことを知っていれば、ここに住

む人たちは地震について、もっと考えるはずです。

　神戸の六甲山の頂上からは貝の化石が出てきます。な

ぜなら六甲山の麓に諏訪山断層という活断層があり、阪

神淡路大震災を引き起こした野島断層に続いているので

す。六甲山は1000年に１度くらい、大きな地震が起こっ

て隆起した結果生まれた山です。こういうことを知って

いれば、関西に地震が来ないなんて、絶対に言えなかっ

たと思います。
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　実は高速道路は活断層の上を選んで造られています。

尾根と尾根が食い違うところは断層です。そこは谷にな

り水が流れます。こういう場所が道路になっています。

　もし尾根の中にトンネルを通して高速道路を建設する、

ということになると莫大な費用がかかります。言い換え

れば活断層が高速道路の通る道に、先鞭をつけてくれて

いるということです。

　地震防災の原点には自然への理解が欠けている、と私

は思います。地震というのは日本列島を造る自然の槌音

だ、ということを出発点としなければならないと思いま

す。

　地震が起こると都会は壊滅的な打撃を受ける、と思う

人もいるでしょうが、1981年以降に出来た建物は大丈夫

です。耐震技術はかなり進んでいるので、ハード面での

対策は可能だと思います。問題なのは人間の方で、人の

対策がいちばん難しい。都会が地震に弱い原因は、そこ

にあるのではないかと思います。
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